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DioVISTA ハンズオンセミナー

演習リスクマップ作成

2023年7月18日
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今日の目標: リスクマップ

2

水害リスクマップ（浸水深 50cm 以上）
生起確率の異なる最大浸水深を重ね合わせて表示させる

確率1/150

確率1/1000
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本日の演習の内容

1. 起動と地図の操作

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現

3. 実践する：鶴見川の解析

3
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講義資料の確認

4

この演習のテキストの場所:
デスクトップ¥2023セミナー¥
ハンズオンセミナー2023演習テキスト.pdf
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DioVISTAの起動(1)

5

[DioVISTA Flood]をクリック
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DioVISTAの起動(2)
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DioVISTAが
起動しました
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地図の操作(1)

• スクロール

– ドラッグします

7

ドラッグ

移動
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地図の操作(2)

• ズームイン/アウト

– ホイールをスクロール
します

8

スクロール

拡大
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地図の操作(3)

• 視線上下

– 右図のボタンを
クリックします

9

見上げる視点

クリック

ホイールを
押して

マウスを上に
動かす

マウスのみで
同じ操作をしたい場合
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地図の操作(4)

• 視点のリセット

– 右図のリセットボタン
をクリックします
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視点リセット

クリック
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地図の操作(5)

• 地図の選択

– [表示]-[ラスタ地図]
• 地形図

• 地理院地図(標準地図)

• 地理院地図(オルソ画像)

• 地理院地図(白地図)

• 地理院地図(色別標高図)

• 地理院地図(淡色地図)

11※地理院地図（各種）はインターネットへの接続が必要です。
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地図の種類(1)
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地形図 地理院地図（標準地図）
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地図の種類(2)
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地理院地図（白地図）

地理院地図(色別標高図) 地理院地図(淡色地図)

地理院地図(オルソ画像)
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地図の操作(6)

• 地形の選択

– [表示]-[地形表示]
• なし

• 50m

• 25m

• 10m

• 5m

• 1m
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地図の操作(7)

• 地形の高さ強調

– ツールバー[高さ強調]

15

5倍強調 10倍強調

1倍強調
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演習

1. 起動と地図の操作

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現

– 流量・盛土・カルバートの作成

– 氾濫計算

– 地盤高の確認

3. 実践する：鶴見川の解析

16
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データの格納場所
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この章で使うデータ: 
デスクトップ¥2023セミナー¥sample¥福井
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KMLの読み込み
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ファイル[福井市足羽川左岸における平成16年福井豪雨の浸水被害.kmz]を指定します

1. ファイル
> KMLファイルを開く

浸水域の出典: 山本,福井市足羽川左岸における平成16年福井豪雨の浸水被害, 自然災害科学, Vol. 26, No. 1, pp. 41-53, 2007 

2. ファイル [福井市足羽川….kmz]を開きます
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地図の切り替え
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表示 > ラスタ地図
> 地形図
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破堤箇所に移動

20

[破堤区間]を
ダブルクリック
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破堤箇所を設定(1)
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2. [流量]を右クリック
> [流量の新規作成]

1. [プロジェクト]を選択
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破堤箇所を設定(2)
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破堤区間を指定
（Enterキーで確定）
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破堤箇所を設定(3)
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[流量 (設定済み) … ]
をクリック
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破堤箇所を設定(4)
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1. [インポート]を選択
現在の設定値を破棄しますか > はい
ファイル[福井_破堤流量.csv]を選択

CSVファイルは下記文献をもとに作成した: 福井県, 足羽川洪水災害調査対策検討報告書, 平成17年3月
山口, 岩村, 2004年足羽川洪水事例による氾濫シミュレーションの精度検証, 土木学会 年次学術講演会講演概要集, 2006

2. OKを押す
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カルバートを設定(1)
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2. [暗渠]を
ダブルクリック

1. [オブジェクト]を選択
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カルバートを設定(2)
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2. [カルバート]を右クリック
> [カルバートの新規作成]

1. [プロジェクト]を選択
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カルバートを設定(3)
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カルバートの両端を指定
（Enterキーで確定）
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カルバートを設定(4)
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カルバート幅(m)を
3にする
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盛土を設定(1)
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2. [盛土]を
ダブルクリック

1. [オブジェクト]を選択
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盛土を設定(2)
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2. [盛土]を右クリック
> [盛土の新規作成]

1. [プロジェクト]を選択
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盛土を設定(3)
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盛土を線分として指定
（Enterキーで確定）
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氾濫解析(1)
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1. [シミュレーション
開始]を選択

2. [保存]を選択
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氾濫解析(2)
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3. [開始]を選択

2. 計算メッシュサイズ[25m]を選択

1. 計算時間[14時間]を入力
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氾濫解析(3)
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ここは現地調査
の範囲外

浸水域が現地調査
とよく一致した
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地盤高の確認(1)
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[計算領域]を右クリック
> [計算領域の新規作成]
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地盤高の確認(2)

36

2. メッシュサイズ[25m]を選択
[OK]を押す

1. 適当な領域を矩形で指定
（Enterキーで確定）
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地盤高の確認(3)
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[25m]を右クリック
> [地形を追加]
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地盤高の確認(4)
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[地形]を右クリック
> [値の編集]
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地盤高の確認(5)
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適当な領域を矩形で指定
（Enterキーで確定）
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地盤高の確認(6)
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地盤高データが
表示される

選択中のセルが
地図上で強調表示される
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演習

1. 起動と地図の操作

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現

3. 実践する：鶴見川の解析
– 河川データの取り込み・設定

– 破堤条件の設定

– 河川の堤防決壊計算

– 包絡図の作成

– ガイドラインに準拠した納品物の作製

– リスクマップの作製

41
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データの格納場所

42

この章で使うデータ: 
デスクトップ¥2023セミナー¥sample¥鶴見
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河川データの取り込み(1)
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2. [河川]を右クリック
> [河川縦横断データのインポート]

1. [ファイル] > [新しいプロジェクト]
※保存の確認メッセージは[はい]を選択
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河川データの取り込み(2)
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フォルダ[鶴見¥定期縦横断CSV¥早淵川]
を選択

「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」に準拠した横断データおよび距離標データに対応しています。
http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/gis/pdf_docs/juoudan/guideline0805.pdf

http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/gis/pdf_docs/juoudan/guideline0805.pdf
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河川データの取り込み(3)

45

河道データが
インポートされました

[早淵川]を右クリック
> [断面図表示]



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2023. All rights reserved.

河川データの取り込み(4)
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横断図、縦断図が
表示されます

[早淵川]を右クリック
> [縦断図の編集]



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2023. All rights reserved.

河川データの編集(1)
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縦断図を
編集できます

確認したら
[閉じる]



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2023. All rights reserved.

河川データの編集(2)
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[早淵川]を右クリック
> [横断線]
> [横断図の編集]
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河川データの編集(3)
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横断図を
編集できます

確認したら
[閉じる]
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河川データの取り込み
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同様の手順で、鶴見川、矢上川を取り込みます。

鶴見川
（本川）

早淵川
（支川）

矢上川
（支川）
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河川の合流の設定(1)
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[鶴見川]を右クリック
> [合流の設定]
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河川の合流の設定(2)
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1. 早淵川の左岸線（青線）
をクリック

2. 鶴見川の合流点の左岸線
（青線）をクリック
（Enterキーで確定）早淵川が、鶴見川の左岸から流入するため、

早淵川の左岸と鶴見川の左岸を接続させます。
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河川の合流の設定(3)
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同様の手順で、鶴見川本川に矢上川を合流させます。

鶴見川
（本川）

早淵川
（支川）

矢上川
（支川）
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上流端流量の設定
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1. [早淵川]
> [上流端流量 (設定済み) … ]
をクリック

2. [インポート]を選択
現在の設定値を破棄しますか > はい
ファイル[鶴見¥境界条件¥上流端流量
¥早淵川上流端.csv]を選択

同様の手順で、鶴見川、矢上川の
上流端流量を指定します。

3. OKを押す
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下流端水位の設定
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1. [鶴見川]
> [下流端水位 (未設定) … ]を
クリック

2. [インポート]を選択
ファイル[鶴見¥境界条件¥下流端水
位¥鶴見川下流端.csv]を選択

3. OKを押す
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横流入量の設定(1)
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鳥山川
（支川）

鳥山川合流点に移動

鶴見川
（本川）
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横流入量の設定(2)
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[鶴見川]
> [新規作成]
> [横流入量の新規作成]
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横流入量の設定(3)
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鳥山川と鶴見川の合流地点を
クリック
（Enterキーで確定）
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横流入量の設定(4)
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2. [インポート]を選択
ファイル[鶴見¥境界条件¥上流端流量
¥鳥山川上流端.csv]を選択1. [流入量（未設定）…]

をクリック

3. OKを押す
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遊水地の設定(1)

60

鶴見川多目的遊
水地を作ります

2. [高さ強調] 5倍

1. 鶴見川多目的遊
水地に移動
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遊水地の設定(2)
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[遊水地]を右クリック
> [遊水地の新規作成]
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遊水地の設定(3)
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鶴見川多目的遊水地の
形状を指定
（Enterキーで確定）
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遊水地の設定(4)

63

プロパティ
[最低水位(m)] = 2.5
[最高水位(m)] = 7
[初期水位(m)] = 2.5
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遊水地の設定(5)
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1. [H-V式] = (設定済み)
をクリック

2. 値を入力
2.5 0
7.0 3900000
（39のあと0が5個）

3. OKを押す
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遊水地の設定(6)
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[鶴見川]
> [新規作成]
> [越流堤の新規作成]
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遊水地の設定(7)
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1. 14.25KPから14.7KPの
区間450m敷設

2. Enterキーで確定
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67

プロパティ
[幅(m)] = 450
[天端標高(m)] = 6.6

遊水地の設定(8)
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遊水地の設定(9)
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[遊水地1]
> [越流堤との接続を追加]
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遊水地の設定(10)
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越流堤を選択
（Enterキーで確定）
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遊水地の設定(11)
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1. [鶴見川]
> [仮想壁（未設定）]

2.  値を指定
[右側]にチェック
[区間開始KP(m)]=14200.0
[区間終了KP(m)]=14800.0

3. OKを押す
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破堤点を指定(1)

71

5.8KP（末吉橋基準点）の
左岸と右岸を破堤させます

KPID5.800に移動
（末吉橋の付近）
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破堤点を指定(2)

72

[鶴見川]
> [新規作成]
> [破堤箇所の新規作成]

先に左岸の破堤点を作り、次に右岸の破堤点を作ります。
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破堤点を指定(3)

73

左岸線（青線）の
KPID5.800付近をクリック
（Enterキーで確定）

右岸の場合: 右岸線（赤線）
のKPID5.800付近をクリック
（Enterキーで確定）
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破堤点を指定(4)

74

距離(m): 5800
破堤水位: 3.82（右岸の場合: 3.79）
氾濫原の地盤高を使用する（逆流許可）: True
逆破堤: False
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破堤点を指定(5)

75

1. [破堤幅(m) （設定済み）…]
をクリック

2. 値を入力
0, 42.8
3600, 85.5

3. OKを押す
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破堤点を指定(6)

76

1. [破堤敷高]をクリック

2. 値を入力
0, 3.82（右岸の場合: 3.70）

3. OKを押す

p. 73に戻り、右岸にも破堤点を設定します。
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プロジェクトの設定

77

[プロジェクト]をクリック

[海/河川を除外する]=True
[氾濫方程式]=マニュアル第4版準拠
[河川・氾濫原の接続]=河岸線を使う



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2023. All rights reserved.

破堤点の設定

78

[鶴見川] > [鶴見川_破堤箇所2] を右クリック
[有効]のチェックを外す

右岸の場合:
[鶴見川_破堤箇所1]の[有効]のチェックを外す
[鶴見川_破堤箇所2]の[有効]のチェックを入れる

先に左岸のみ破堤するシミュレーションを行い、
次に右岸のみ破堤するシミュレーションを行います。
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氾濫解析の実施(1)
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1. [シミュレーション
開始]を選択

2. [保存]を選択
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氾濫解析の実施(2)

80

1. 計算時間: 24時間

4. [開始]を押す

3. ログファイル名: L58
（右岸の場合R58）

2. 計算メッシュサイズ: 25m
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計算結果（左岸）

81
p. 78に戻り、右岸のみ破堤するシミュレーションを実施します。
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計算結果（右岸）

82
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包絡図の作製(1)
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[洪水シミュレーション]
> [最大浸水深]
> [複数ケースの結果を解析]
> [設定]
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包絡図の作製(2)

84

1. [追加]で先ほどの結果
（ L58 , R58）を指定する

2. OKを押す
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包絡図の作製(3)
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包絡図が表示
されました
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納品物の作製(1)
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[洪水シミュレーション]
> [エクスポート]
> [最大包絡のエクスポート]
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納品物の作製(2)
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1. [追加]で先ほどの結果
（ L58 , R58）を指定する

2. エクスポートを押す
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納品物の作製(2)
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包絡図ファイルが作成されます
MAXALL¥MAXALL.nc
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DioVISTA Stormの起動
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[DioVISTA Storm]をクリック
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DioVISTA Stormの起動
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DioVISTA Stormが
起動しました
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地図表示の変更
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1. 表示 > ラスタ地図 > 
地理院地図（淡色）

2. 表示 > 地形表示 > 5m
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データの読み込み
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L2_MAXALL.ncを選択
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データの読み込み
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L2_MAXALLが
読み込まれました

同様の手順で、L1_MAXALLも読み込みます。
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カラーテーブルの作成
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解析 > カラーテーブル設定

国土交通省指定のカラーテーブルを作ります。
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カラーテーブルの作成
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新規作成



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2023. All rights reserved.

カラーテーブルの作成
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1: 名称=L1

2. 値の範囲=
0.5 ~ 10

4. 表示色を
クリック

3. 追加を
クリック
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カラーテーブルの作成
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赤=242
緑=231
青=0

OKを押す
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カラーテーブルの作成

98

名称 = L2
値の範囲 = 0.5~ 
10
表示色:
赤=255
緑=255
青=179

同様の手順で、L2も作ります。

OKを押す
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最大浸水深の表示
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想定最大規模（薄黄色）

1: L2_MAXALLを
右クリック
> 面変数を追加

2. depthMaxを
ダブルクリック
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最大浸水深の表示
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カラーテーブル = L2

表示する のチェック
を外す

OKを押す

同様の手順で、L1_MAXALLも指定します。
カラーテーブル = L1
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最大浸水深の表示
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浸水範囲（0.5m以上）
が表示されました
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最大浸水深の表示
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1: L2_MAXALL の
depthMax をクリック

2: 透明度 = 30

同様の手順で、L1_MAXALLの透明度も指定します。
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最大浸水深の表示
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水害リスクマップ（浸水深 50cm 以上）
生起確率の異なる最大浸水深を重ね合わせて表示しました。

確率1/150

確率1/1000
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応用: 比較動画の作製
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設計規模（確率1/150年） 想定最大規模

同じ破堤シナリオについて
流量規模を変えたシミュレーションを比較する


